
生涯学習 2019.6　16■諏訪湖博物館６月の休館日は、３・10・17・24日です。

生
涯
学
習

生
涯
学
習
No.541

か
お
り
高
い

      

文
化
の
ま
ち

発行　下諏訪町教育委員会

編 集　生涯学習
　　　　　編集委員会

　図書館と聞くとどんなイメージを持ちますか。難しそうな本がいっぱい並んでい
るところ？静かに勉強するところ？いやいやそれだけではありません。図書館の利
用方法は様々です。ちょっと図書館に立ち寄ってみませんか。

下諏訪町立図書館について
　町の文化センターの隣、機関車が
目印のあすなろ公園の奥にある緑色
の屋根の建物が図書館です。
　図書・雑誌合わせて126,300冊以
上、ＣＤ・ＤＶＤなどの視聴覚資料
は8,400枚以上あります。（2019
年３月現在）郷土資料や子ども向け
の物までジャンルも幅広く所蔵して
います。新しい本は毎週届きます！

　６市町村にお住まいの方や、勤務、通学されている方であればどなたでも無料で
利用カードを作ることができます。本・雑誌など10冊まで、CD・DVDなど視聴
覚資料は４点までご利用いただけます。貸出期間は15日間です。
　図書館でインターネット利用登録をするとご自宅のパソコンやスマートフォンか
らも本の予約や借りている資料の確認などができます。図書館で申込みができます。

開館時間
　平日（火～金）９：30～19：00　土・日・祝祭日９：30～18：00
　※休館日：月曜日、祝祭日の前後、各月第１金曜日、図書整理期間、年末年始

☆他館から本の取り寄せ☆
　下諏訪にない本も６市町村内にあればすぐに取り寄せができ、下諏訪図書館で借
りることができます！難しい手続きは必要ありません。もちろん無料でご利用いた
だけます。

☆デジタル資料閲覧サービス☆
　館内にあるパソコンでインターネットに接続可能です。また、市民新聞の前身で
ある湖国新聞、信毎のデータベース、国立国会図書館のデジタル資料も図書館内パ
ソコンでご覧いただけます。調べ物だけでなく、昔の懐かしい新聞を見たいという
方ももちろんOK！全て無料で閲覧できます。

☆障害者サービス☆
　下諏訪町立図書館では音訳ボランティア「やまびこの会」の方々が製作した録音
図書を所蔵しています。現在はデイジーというＣＤが主ですが、昔ながらのカセッ
トテープでの録音もあります。所蔵数は現在1,200冊分を超えています。視力に障
害のある方や通常の読書が困難な方などが利用できます。図書館に申請していただ
ければ利用できますのでいつでもご相談下さい。



17　生涯学習 2019.6 ■下諏訪総合文化センター６月の休館日は、４・11・18・25日です。

☆館内紹介☆
　館内にはどんなところがあるのか紹介します。これらの場所以外にも、自動販売機の
ある飲食スペースや様々なイベントの会場となる会議室など、いくつものコーナーがあ
りますので、図書館に来た際は１階から２階まで館内を探検してみて下さいね。

大活字本
　大活字本は一般の本より文字が大きく読みやすくなって 
いる本です。文字が小さくて本を読むのは…という方も是
非！また、１階の南側には拡大機が常設してあります。
文字の小さい本や新聞を読むのにとても便利です。

ミニシアター
　主に０歳～３歳の子ども向けの本と紙芝居が置いてある
コーナーです。靴を脱いでリラックスして本を楽しんでい
ただけます。
　また、毎週木曜日と土曜日の11時から本の読み聞かせも
しています。お気軽にご参加下さい♪

CD・DVD
　専門的なクラシックや懐かしの作品だけでなく、有
名なアーティストの作品や話題の最新作まで数多く取
りそろえています。特に新着のＤＶＤは予約でいっぱ
いになることも！図書館内の視聴ブースでもご利用い
ただけますので、是非ご利用下さい。

わからないことや、調べ物でお困りの際はお気軽に
図書館カウンターにお声がけください。
図書館で素敵なひとときを♪

お問い合せ　
下諏訪町立図書館　〒393－0086
諏訪郡下諏訪町4562－41
TEL 27－5555　FAX 27－6610

現在下諏訪町立図書館では地域の方からいただいた昔の下諏訪の写真をデジタル化し、保存する
事業を行っています。古い写真をお持ちの方は是非図書館にお持ち下さい。

大きさはこんな
に違います！

～お知らせ～
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図書と私＆図書館貸出ベスト図書と私＆図書館貸出ベスト

図
書
と
私

　

電
子
書
籍
と
い
う
も
の
が
出
回
り
、

気
軽
に
持
ち
運
べ
、
ペ
ー
ジ
は
指
で

ポ
チ
ッ
と
し
た
り
ス
ラ
イ
ド
し
た
り

と
い
う
新
し
い
時
代
の
風
が
吹
い
て

い
る
今
で
も
、
私
に
と
っ
て
の
読
書

は
少
し
持
ち
重
り
の
す
る
本
を
、
ペ

ラ
ペ
ラ
と
自
分
の
指
で
め
く
っ
て
い

く
と
い
う
の
が
し
っ
く
り
き
ま
す
。

本
の
重
さ
や
匂
い
、
表
紙
や
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
た
時
の
紙
の
質
感
な
ど
が

読
ん
だ
本
の
記
憶
と
と
も
に
蘇
り
ま

す
。

　

今
も
昔
も
大
好
き
な
、
香
っ
て
き

そ
う
な
大
き
な
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
が
描

か
れ
た
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』
シ
リ
ー
ズ

で
は
、
少
し
細
長
い
本
の
ペ
ー
ジ
を

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
め
く
っ
た
り
、

小
学
生
の
時
に
読
ん
だ
『
ア
ン
ネ
の

日
記
』
は
、
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
重
い
本

の
感
じ
と
哀
し
い
物
語
が
重
な
り
、

と
て
も
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

を
鮮
明
に
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
色
々
な
図
書
と
出
会
え
る
図

書
館
は
、
私
の
中
で
い
つ
の
時
代
も

ワ
ク
ワ
ク
す
る
場
所
で
す
。
読
書
な

ん
て
難
し
い
言
葉
を
知
る
よ
り
以
前

か
ら
、
足
繁
く
通
う
〝
行
き
つ
け
〞

の
場
所
な
の
で
す
。
幼
い
時
代
は
気

軽
に
通
え
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
し
た

し
、
少
女
時
代
に
は
知
り
た
い
こ
と

や
ワ
ク
ワ
ク
す
る
物
語
の
宝
箱
で
し

た
。
青
年
期
に
は
足
が
遠
の
き
、
母

親
に
な
る
と
ま
た
〝
行
き
つ
け
〞
に

子
ど
も
と
と
も
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
に
、
図
書
は
ま
た

夢
と
創
造
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

孫
の
手
を
引
い
て
図
書
館
に
通
い
、

絵
本
を
一
緒
に
め
く
る
な
ん
て
、
楽

し
い
未
来
の
夢
も
与
え
て
く
れ
ま
す
。

川
村
　
康
恵

一般書貸出ランキング

CD貸出ランキング DVD貸出ランキング

も

お
も

※本文とは関係ありません
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町民大学のお知らせ＆講師による自著紹介町民大学のお知らせ＆講師による自著紹介
「
幸
せ
と
は
何
か
？
」
は
難
し
い
問

い
で
す
が
、
近
年
で
は
科
学
的
な

「
幸
せ
」
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
や
慶
應
義

塾
大
学
の
前
野
隆
司
先
生
の
「
幸
福

学
」
な
ど
で
す
。
多
岐
に
わ
た
る
研

究
の
多
く
が
示
し
て
い
る
の
は
、

「
幸
せ
と
は
人
と
人
と
の
関
わ
り
の

中
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
前
述
の
前
野
教
授
は
、

幸
せ
の
因
子
を
四
つ
に
分
け
て
い
ま

す
。

「
や
っ
て
み
よ
う
」
因
子
：
や
り
た

い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
を
多
く
の
選

択
肢
の
中
か
ら
選
び
出
せ
る
こ
と
。

「
あ
り
が
と
う
」
因
子
：
感
謝
し
た

り
、
さ
れ
た
り
す
る
経
験
や
人
間
関

係
。

「
ど
う
に
か
な
る
」
因
子
：
楽
天
性
。

「
あ
る
が
ま
ま
に
」
因
子
：
自
分
ら

し
い
ペ
ー
ス
や
自
分
ら
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
経
験
。

　

こ
れ
ら
が
幸
せ
を
構
成
す
る
と
前

野
教
授
は
分
析
し
ま
す
。
そ
し
て
大

事
な
の
は
、
こ
れ
ら
４
つ
の
因
子
が

人
と
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
ま
れ
、

育
ま
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
専
門
職
と
し
て
二
十
三
年
間
、

発
達
特
性
の
あ
る
子
ど
も
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
「
子
ど
も
の
豊
か
な
生

活
の
た
め
に
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
め

ざ
そ
う
、
そ
の
た
め
に
幸
せ
の
因
子

を
育
て
よ
う
」
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、
幸
せ
の
因

子
は
人
と
人
と
の
「
関
わ
り
合
い
」

の
中
で
育
ち
ま
す
。
だ
か
ら
子
ど
も

だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
家
族
、
子

『
発
達
障
害
の
あ
る
子
と
家
族
が
幸
せ
に
な
る
方
法
』

（
２
０
１
８
年
学
苑
社　
原　
哲
也
）

ど
も
と
支
援
者
、
子
ど
も
と
地
域
社

会
を
構
成
す
る
人
た
ち
な
ど
、
様
々

な
人
間
関
係
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
刺

激
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
を
確

か
め
合
い
、
成
長
し
合
え
る
関
係
に

整
え
る
。
そ
う
な
っ
て
初
め
て
子
ど

も
の
中
に
幸
せ
の
因
子
を
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
、
私
は
そ
う
考
え
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
時
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
家
族
や
周
り
の
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ

の
幸
せ
の
因
子
も
育
つ
の
で
す
。

　

今
回
、
子
ど
も
と
家
族
、
子
ど
も

と
支
援
者
、
子
ど
も
と
地
域
社
会
を

構
成
す
る
人
、
と
い
う
関
係
の
中
で
、

幸
せ
の
因
子
を
ど
う
育
て
て
れ
ば
よ

い
の
か
に
つ
い
て
、
関
わ
り
方
の
コ

ツ
に
つ
い
て
具
体
例
を
交
え
て
書
い

た
の
が
本
著
で
す
。

　

普
段
本
を
読
み
な
れ
な
い
方
に
も

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
平
易
な

こ
と
ば
で
書
い
て
い
ま
す
。
是
非
、

お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
嬉
し
い

で
す
。

長
野
県
諏
訪
市
湖
岸
通
り
五―

十
九―

十
五

発
達
特
性
が
あ
る
子
と
家
族
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
『
児
童
発
達
支
援W

A
K
U
W
A
K
U
 

す
た
じ
お
』

一
般
社
団
法
人 W

A
K
U
W
A
K
U
 PRO

JECT
 JA
PA
N

　
代
表
理
事
　
原
哲
也

演　題：「発達の専門家がお伝えする
　　　　　　　　　　　　子どもと家族が幸せになる方法」
講　師：原　哲也 　WAKUWAKU　PROJECT　JAPAN　代表理事
日　時：６月30日（日）　午後１時30分～午後３時00分
会　場：文化センター２階　集会室　※当日受付可（受講料100円）

町民大学

　コミュニケーションの考え方が変われば、子どもとの関係が確実に変わります。子どもとの関わ
りをもっと豊に幸せなものにしたい。そういう願いを持つ皆様に、発達の専門家が具体的な方法を
お伝えします。 お問い合わせ　下諏訪町公民館　☎28-0002

－下諏訪で学ぶ ①－
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本棚と書を探しに、街に出よう・・・みたまち文庫本棚と書を探しに、街に出よう・・・みたまち文庫

P

P

SHIMOSUWA Sta.

N

Café Tac
丸
一

御
田
町
商
店
街

衣紋坂

菱友醸造

八十二銀行 菅野温泉

mee mee
 center 
  Sumeba

三沢屋書店

西川小間物店西川小間物店

ショップ共益ショップ共益

マスヤ
ゲストハウス
マスヤ
ゲストハウス

厚仁薬局

すてっぷカサイ

下社秋宮→

上
諏
訪
→

←岡谷

みたまち文庫のお店
（今回紹介したお店）

　今に残っているのはわずか
ですが、仲間もどこかで…。

　「なぜ生きる」「異
国の窓から」「風の記
憶」…。知らない本に
会いに来ませんか。

　ここは新刊書店さ
ん。今は雑誌の店頭
販売が中心です。

　地域おこし協力隊の拠点とし
て一昨年御田町にオープンした
「ミーミーセンタースメバ」。
「みたまち文庫」ではありませ
んが、店内で本を読むことがで
きます。

ショップ共益 西川小間物店

すてっぷカサイmee mee center Sumeba

厚
仁
薬
局 三

沢
屋
書
店

　
こ
こ
は
、
町
営
の
「
移
住
交

流
ス
ペ
ー
ス
」。
町
の
魅
力
、
観

光
情
報
、
空
き
家
物
件
情
報
な

ど
、
様
々
な
資
料
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。

　
数
年
前
、
本
と
人
が
つ
な
が
る
お
店
に
あ
る
小
さ
な
図
書
館

を
め
ざ
し
て
発
足
し
た
「
み
た
ま
ち
文
庫
」
。
店
先
で
手
に
と

っ
て
読
ん
だ
り
、
借
り
る
こ
と
も
で
き
る
身
近
な
「
文
庫
」
で

す
。
散
歩
つ
い
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
探
す
の
も

楽
し
い
か
も
。

　
家
に
あ
る
読
み
終
わ
っ

た
本
を
棚
に
並
べ
て
く
だ

さ
る
お
客
さ
ん
も
。
そ
れ

っ
て
、
本
棚
が
生
き
て
い

る
証
拠
か
も
。
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街角に本棚のある風景・・・街角に本棚のある風景・・・

　図書館入口の知る人ぞ
知る古書再生コーナー。
お一人３冊まで自由にお
持ち帰りいただけます。

　新町御作田社の近く、
一階から二階へ、そこか
しこに本棚と本。オーナ
ー夫妻の趣味の本に、最
近は息子さんの蔵書も加
わり、ジャンルが広がり
ました。
　数学の本、美術の本、
それに哲学の本。やや硬
め！なのも含めて、様々
な本が一杯です。

ひとつぶの麦 CAFE食堂 1093

下諏訪図書館 マスヤゲストハウス

　

赤
砂
の
大
き
な
交
差
点
を
諏
訪
湖
に
向
か

っ
て
突
き
抜
け
た
先
に
あ
る
１
０
９
３
。
ブ

ラ
ウ
ン
を
基
調
に
し
た
店
内
。
カ
ウ
ン
タ
ー

と
店
奥
の
本
棚
に
は
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

文
庫
本
と
山
の
本
。
店
主
さ
ん
と
山
歩
き
の

お
話
な
ど
い
か
が
。

　
平
沢
町
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
さ
ん
。
お
部
屋

の
一
角
に
あ
る
本
棚
に
は
、
ゲ
ス
ト
さ
ん
か

ら
の
寄
贈
本
が
一
杯
。
世
界
と
下
諏
訪
を
つ

な
い
で
く
れ
る
旅
の
本
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｒ
ｅ
本
の
下
段

に
並
べ
ら
れ
た
本
。

一
冊
い
か
が
。
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若宮神社

鎌倉街道

20富部 甲州街道

㈲フィット

関屋団地

六地蔵

ビューポイント

（四阿）

富部公民館

富
部
仲
道
線

 

富
部
（
第
十
区
）
　
　
今
井
　
康

村
の
鎮
守「
若
宮
神
社
」と
絶
景
の「
鎌
倉
街
道
」

　
若
宮
神
社

　

国
道
二
十
号
の
富
部
信
号
機
を
北

へ
、
す
ぐ
上
の
甲
州
街
道
を
右
に
曲

が
り
百
メ
ー
ト
ル
程
行
く
と
、
左
側

に
「
若
宮
神
社
」
の
大
き
な
石
碑
が

あ
る
。
そ
こ
を
山
手
へ
少
し
進
む
と

新
し
い
社
が
見
え
る
。富
部
の
鎮
守
・

若
宮
神
社
で
あ
る
。
こ
の
神
社
に
は
、

諏
訪
大
神
の
御
子
神
、
健
御
名
方
彦

神
別
の
神
始
め
十
三
柱
の
神
と
天
照

皇
大
神
が
合
わ
せ
て
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

参
道
の
石
段
を
八
十
段
程
登
る
と
、

細
い
横
道
、
鎌
倉
街
道
が
あ
る
。
石

段
の
途
中

に
は
古
い

石
鳥
居
と

新
し
く
で

き
た
手
水

処
、
四
阿

も
あ
る
。

社
殿
は
鎌

倉
街
道
の

す
ぐ
上
に

ぶらり下諏訪、お宝発見 その８ぶらり下諏訪、お宝発見 その８
歴史の町下諏訪。各区に眠っているお宝を、
地元の方に解説していただきました。

あ
り
、
手
前

に
は
新
し
い

石
鳥
居
も
で

き
、
両
側
に

は
狛
犬
が
置

か
れ
て
い
る
。

　

旧
社
殿
は

大
正
三
年
に

改
築
さ
れ
た

も
の
で
、
老

朽
化
し
た
た

め
、
氏
子
崇
敬
者
の
浄
財
を
え
て
、

平
成
二
十
八
年
六
月
に
新
築
造
営
さ

れ
た
。

　

旧
社
殿
は
、
そ
の
上
の
高
所
に
あ

り
、
百
段
以
上
の
急
な
石
段
を
さ
け

て
、
よ
り
親
し
み
や
す
く
す
る
た
め
、

鎌
倉
街
道
の
近
く
ま
で
下
げ
ら
れ
た
。

社
殿
跡
に
は
小
さ
な
石
の
祠
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
鎮
座
の
起
源
は
、
つ
ま
び
ら

か
で
は
な
い
が
、
『
和
名
類
聚
抄
』

（
九
二
四
年
）
に
は
諏
訪
の
七
つ
の

郷
名
の
一
つ
に
「
土
武
」
が
あ
り
、

若
宮
神
社
は
そ
の
内
に
鎮
座
す
る
旧

富
部
村
の
産
土
神
と
さ
れ
創
祠
は
古

い
。
今
で
も
五
穀
豊
穣
、
地
域
の
守

護
神
と
し
て
親
し
ま
れ
、
歴
代
の
氏

子
会
に
よ
り
、
九
月
の
例
祭
、
元
始

祭
、
祈
念
祭
、
新
嘗
祭
、
式
年
御
柱

祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
街
道

　

源
頼
朝
が
幕
府
を
鎌
倉
に
お
き
、

地
方
を
治
め
る
た
め
に
鎌
倉
を
中
心

に
い
く
筋
か
の
道
を
造
っ
た
。
そ
れ

を
鎌
倉
街
道
と
言
い
、
そ
れ
が
で
き

て
か
ら
八
百
年
余
、
現
在
そ
の
街
道

の
面
影
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
数

少
な
い
。
富
部
地
籍
で
は
、
甲
州
街

道
の
富
が
丘
、
有
限
会
社
フ
ィ
ッ
ト

の
上
り
口
か
ら
北
へ
、
関
屋
団
地
の

裏
山
を
通
り
、
若
宮
神
社
の
前
か
ら

す
ぐ
下
っ
た
富
部
仲
道
線
（
六
地

蔵
）
ま
で
の
約
四
百
二
十
メ
ー
ト
ル

の
細
い
道
が
残
っ
て
い
た
。

　

こ
の
道
を
、
平
成
二
十
四
年
か
ら

二
十
五
年
に
か
け
第
十
区
の
有
志
に

よ
り
、
土
止
め
を
し
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
を
敷
い
て
、
歩
き
や
す
い
よ
う
に

道
が
拡
幅
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
中
程

か
ら
少
し
南
の
関
屋
地
籍
は
山
が
迫

り
、
急
な
傾
斜
地
で
そ
の
下
が
少
し

平
地
と
な
っ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に

は
こ
こ
に
関
屋
が
あ
り
、
通
行
す
る

人
馬
か
ら
関
銭
を
と
り
、
そ
の
一
部

は
諏
訪
社
の
造
営
維
持
に
当
て
ら
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

関
所
と
言
わ
ず
関
屋
と
呼
ば
れ
た
こ

と
は
、
関
銭
を
取
る
ば
か
り
で
な
く
、

通
行
人
馬
の
宿
泊
休
息
の
場
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
の
眺
望
は
実
に
素
晴
ら
し
く
、

諏
訪
湖
は
も
ち
ろ
ん
、
諏
訪
盆
地
の

隅
々
ま
で
一
望
で
き
る
。
街
道
の
整

備
と
と
も
に
、
こ
こ
に
四
阿
が
建
設

さ
れ
て
、
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
、

信
州
ふ
る
さ
と
の
見
え
る
丘
・
第
〇

三
〇
二
号
に
認
定
さ
れ
た
。

た
て
み
な
か
た　

ひ
こ

か
み
わ
け

あ
ま
て
ら
す

あ
ず
ま
や

わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

に
い
な
め

そ
う
し

う
ぶ
す
な
か
み

ほ
こ
ら

す
め
お
お
か
み

と　

む
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梅
雨
の
季
節
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
閉
症
を
も
つ

息
子
は
、
折
り
た
た
み
傘
を
持
ち
歩
く
の
を
拒
ん
で
い

た
。
「
今
日
、
雨
が
降
る
か
も
し
れ
な
い
よ…

」
と
言

っ
て
も
、
持
ち
た
が
ら
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
た
た
み

方
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
拒
否
す
る
の
か
も…

と
、
療
育

の
時
間
に
た
た
み
方
を
練
習
さ
せ
た
が
受
け
入
れ
な
い
。

「
も
し
か
し
た
ら…

」
と
い
う
仮
定
の
話
を
理
解
す
る

の
が
難
し
い
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
あ
る
時
「
雨
は
い
つ
も
、
突
然
降
っ
て
き

ま
す
」
と
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
解
説
し
た
瞬
間
、
状
況
は

変
わ
っ
た
。
雨
と
は
、
突
然
（
予
告
も
な
く
）
降
り
始

め
る
も
の
だ
か
ら
、
折
り
た
た
み
傘
を
持
っ
て
い
れ
ば

濡
れ
な
い
こ
と
を
、
イ
ラ
ス
ト
で
解
説
し
て
み
た
の
だ
。

あ
ん
な
に
い
や
が
っ
て
い
た
の
に
、
持
ち
歩
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
嫌
が
っ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
分
か
ら

な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
喜
び
も
束
の
間
、
今
度
は
濡
れ
た
ま
ま
の
傘

を
、
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
入
れ
て
帰
っ
て
き
た
。
「
濡
れ

た
ま
ま
で
し
ま
う
と
、
カ
ビ
カ
ビ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
」
と
カ
ビ
く
ん
の
イ
ラ
ス
ト
で
解
説
し
た
ら
、
目
を

見
張
り
「…

カ
ビ
カ
ビ
に…

」
と
復
唱
し
て
い
た
。

　

こ
ん
な
さ
さ
や
か
な
支
援
が
、
彼
の
概
念
を
つ
く
っ

て
ゆ
く
。
さ
て
、
次
は
ど
ん
な
「
想
定
外
」
が
来
る
の

か…

？
思
わ
ず
、
ニ
ヤ
ッ
と
微
笑
ん
で
し
ま
う
母
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
尾
ひ
か
り
）

教育委員会からのお知らせ教育委員会からのお知らせ

申込締切
7月5日㈮


